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宋時代の陶磁器から影響を受けてきたというゼッタク
イストは、南宋官窯の特徴を有するこの瓶を、中国陶磁
の古典の「頂点」だと讃えています。写真作品にみられ
る、墨の滲みを思わせる質感からも窺われますが、彼は
これを瓶と同時代の山水画のスタイルで表現しまし
た。この山水表現は、片側から強く光を当てることで陶
磁器の表面に現れた陰影をもとにしています。前景に
は小舟が遊び、小路を進むと山上に滝と楼閣が現れる、
心象風景としての山水画が立ち現れてきます。

　本展覧会では、エリック・ゼッタクイスト（1962－）による「オブジェクト・ポートレイト」シリーズを、日本で初めて紹介い
たします。
　彼は、1992年までの10年間、現代美術家の杉本博司（1948－）のもとで働きながら現代的な写真表現と東洋の古美
術を学び、現在はニューヨークを拠点に活動しています。2016年には、当館の所蔵作品を撮影し、34点の作品を制作し
ました。
　「オブジェクト・ポートレイト」というのは、ゼッタクイストによって名づけられたシリーズ名で、「ポートレイト」とは肖像
画、あるいは肖像写真であり、この場合描かれるのは人物ではなくて「オブジェクト（物）」、本展の場合には古陶磁という
ことになります。彼の作品は、ミニマリズムの作品や宋時代の陶磁器からの影響のもとで、古陶磁の細部を高度に抽象
化しています。
　本展でこれらの作品は、被写体となった古陶磁とともに展示されます。つまりこの展覧会は、現代美術と古陶磁とい
う、それぞれが独立して鑑賞することのできる芸術作品を同時に展示することによって、そこに現れる作品相互の関係性
を提示する試みでもあります。美術館のコレクションが、現代の新たな表現を生み出す瞬間を体感し、そしてまた、ゼッ
タクイストの眼をとおして、陶磁器の新たな表情を見つめ直していただきたいと思います。

学芸員のおススメコレクション

天王寺動物園 干支の動物

天王寺動物園　●所在地 〒543-0063　大阪市天王寺区茶臼山町1－108　●TEL 06-6771-8401　●FAX 06-6772-4633　●アクセス 地下鉄「動物園前」1号出口、「恵美須町」
3号出口、「天王寺」5号出口　●ホームページ http://www.city.osaka.lg.jp/contents/wdu170/tennojizoo/

大阪市立の博物館・美術館・動物園

http://www.ocmo.jp/museums/

天王寺動物園 大阪城天守閣

大阪新美術館建設準備室

大阪文化財研究所

大阪市立科学館

大阪市立東洋陶磁美術館

大阪市立自然史博物館

大阪市立美術館

大阪歴史博物館

大阪くらしの今昔館

　2019年の干支動物はイノシシです。残念ながら当園ではイノシシは飼育していませんので、
イノシシの一般的なお話をさせていただきます。ウシなどと同じウシ目（偶蹄目）に属します
が、ウシやシカなどと違って胃袋は１つなので反芻はしません。オスのイノシシは単独で生活し
ますが、メスは子どもと一緒に生活し多いときは50頭近い群れとなります。体型からは想像
できないような運動能力があり、時速45Kmほどで走り、助走なしで垂直に1ｍ以上飛び上が
ることもできます。猪突猛進という言葉がありますが、他の動物のように急停止や急な方向転
換もできます。                                                       （天王寺動物園獣医師　今西隆和）

エリック・ゼッタクイスト
《青磁 八角瓶》 2016年

エリック・ゼッタクイスト
《青磁劃花 葉文 八角水注》 2016年

エリック・ゼッタクイスト
《白磁透彫 蓮花文 盆台》 2016年

青磁 八角瓶（せいじ はっかくへい）

南宋時代・12-13世紀、官窯
高21.0㎝
大阪市立東洋陶磁美術館蔵
住友グループ寄贈（安宅コレクション）
撮影 六田知弘

白磁透彫 蓮花文 盆台
（はくじすかしぼり れんかもん ぼんだい）

朝鮮時代・16世紀 高39.5cm
大阪市立東洋陶磁美術館蔵
住友グループ寄贈（安宅コレクション）
撮影 六田知弘

青磁劃花 葉文 八角水注
（せいじかっか ようもん はっかくすいちゅう）

北宋時代・11世紀、龍泉窯  
高22.6cm
大阪市立東洋陶磁美術館蔵
撮影 六田知弘

東洋陶磁美術館
〒530-0005　大阪市北区中之島1-1-26
電話番号：06-6223-0055　Fax：06-6223-0057
http://www.moco.or.jp

休館日

開館時間

観覧料

INFORMATION

月曜日(12/24、1/14、2/11は開館)、12月25日(火)、
1月15日(火)、年末年始[12/28（金）～1/4（金）]

午前9時30分～午後5時
※12月21日（金）から12月24日（月）は午後7時まで
※入館はいずれも閉館の30分前まで

同時開催 ［特集展］ 「高田コレクション・尾形コレクション ペルシアの
 陶器―色と文様」

［平常展］ 安宅コレクション中国陶磁・韓国陶磁、李秉昌コレクション
 韓国陶磁、日本陶磁、沖正一郎コレクション鼻煙壺

一般600(480)円、高校生・大学生360(300)円
※(　)内は20名以上の団体料金
※中学生以下、障がい者手帳などをお持ちの方(介護者1名を
含む)、大阪市内在住の65歳以上の方は無料(証明書等提示)

大阪市北区中之島1-1-26（大阪市中央公会堂東側）
・京阪中之島線「なにわ橋」駅下車すぐ
・Osaka Metro御堂筋線・京阪本線「淀屋橋」、
 Osaka Metro堺筋線・京阪本線「北浜」各駅から約400m

■記念イベント

館長講演会「ものの肖像―現代写真と古美術」
講　師：出川哲朗（大阪市立東洋陶磁美術館館長）
日　時：2019年1月27日 午後3時～4時30分（受付開始2時30分）
定　員：70名 事前申込制　　申込締切：1月12日（土）必着
場　所：大阪市立東洋陶磁美術館　地下講堂
参加費：無料（ただし本展の観覧券が必要）

お申込み方法とご注意

その他イベントの詳細は決まり次第当館ホームページ
（http://www.moco.or.jp）にて随時お知らせします。

往復はがきに住所・氏名・電話番号を明記の上、東洋陶磁美術館
学芸課までご郵送ください（はがき1枚につき1名様有効）。応募者
多数の場合は抽選になります。お申込の際にご提出いただく住所・
氏名などの個人情報は厳重に管理し、本事業の実施ならびに事務
連絡以外には使用いたしません。
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